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ユトレヒト大学留学報告 
（医学部 6年）
○野坂　瞳、石川　卓也
【留学先】
オランダ・ユトレヒト大学医療センター・麻酔科
　私達は、それぞれ麻酔科の手術室と ICUの臨床
実習に参加しました。志望動機は、学生のうちに海
外の医療現場に実際に触れてみたかったからです。
自分がどこまで挑戦できるのか、また将来、医師と
なった際、留学も視野に入れているため、今後のた
めにもこの実習への参加に大変興味を持ちました。
　ユトレヒトでの実習内容は本学の麻酔科とは全く
異なるものでした。手術室では一週間ごとに部門を
移動していくため、常に新しいスタッフと顔を合わ
せます。そのため、積極的にコミュニケーションを
取っていくことも実習を円滑に行っていく上で重要
であり、そういった日々を過ごす中で積極性が身に
つきました。ICUでは、日本での臨床実習では見る
ことのできなかった珍しい疾患についても実際に触
れることができ、大変刺激的でした。何より今まで
座学で学んできた知識を違う言語を通して改めて考
えることは貴重な経験といえます。
　実習を通して感じたことは、日本の医療のきめ細
やかさ、そして日本に比べオランダでは、医師がき
ちんと仕事もプライベートも充実させているという
こと、学生も意見を求められる機会が多いことで
す。1ヶ月海外での実習をやり遂げたことは、大き
な自信にもつながり、二人共々より一層、医師になっ
たら海外での仕事もやってみたいという気持ちが強
くなりました。
　改めてこの国際交流に携わった多くの方々に感謝
の意を表するとともに、より多くの後輩にこうした
貴重な経験をしてもらうことを強く願っています。
韓国と日本の医療の違い
（医学部 6学年）
○小澤　陽介、茂原　富美
【留学先】
韓国・済州大学校
　本年 4月より 1カ月間、韓国済州島の済州大学校
へ留学し医学部 6年生として臨床実習に参加しまし
た。韓国の医療を体験し優れた点を学んだことで、
日本の医療の優れた点、改善すべき点を改めて感じ
ました。
　日本では初期研修医期間が 2年間なのに対し、韓
国では 1年間のみで、その代わりに、大学 3･4年次
（日本での 5・6年次）の 2年間病棟実習を行います。
韓国の学生は、臨床実習の段階で日本の研修医が行
うような仕事をこなし積極的に医療に参加してお
り、より実践的な訓練を早くから行っていました。
常に洋書を使用しているため医学英語に精通してお
り、4年制大学を卒業していることもあり、症例提
示能力は非常に高いと感じました。医学知識という
点では両国間であまり差はないと感じたものの、日
本は医学英語教育が不足していると感じました。
　韓国の臨床現場では、コメディカルスタッフが充
実しているおかげで医師は医師にしかできない仕事
に専念でき、またすべての手技や治療が迅速に行わ
れるため、1日に多くの患者を診療することが可能
でした。逆に、日本の医療は患者への気遣いが丁寧
で、患者の意思を尊重しており、常により低侵襲な
治療を心がけているということを改めて感じまし
た。同じ手技でも細かな配慮によって患者の苦痛を
軽減することができるということを実感しました。
また日本ではプライバシーを尊重するのに対して、
韓国では病状説明などの大切な情報も他の患者の目
の前で行うことが多々ありました。
　実際に他国の臨床現場で実習したことで、日本の
医療の優れた点、改善すべき点を客観的に評価する
ことができました。このような機会を与えてくださ
りありがとうございました。
台湾の医学教育について
（医学部 6年）
○田村　恵美、佐藤　真梨子
【留学先】
台湾・中山医学大学
　私達は今年の 4月の一ヶ月間、BSLの一環とし
て台湾の中山医学大学へ留学をしてきました。そこ
で知った台湾の医学教育制度と日本を比較してみる
と、台湾では ① 病院実習が充実している ② 医学
英語のレベルが高い ③ 学生の責任が重い、といっ
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た特徴があることがわかりました。
　病院実習では、診察や手技において難しい技術を
必要としないことは基本的に全て学生が行っており
とても充実していると感じました。しかし、学生個
人に対して裁判が起きるなど、学生の責任が大変重
く問題になっている部分もあるようです。医学英語
については、病院のカルテが全て英語で記載されて
いるため病院全体の医学英語のレベルの高さを感じ
ました。また、学生が多くの英語の論文を使ってい
たことにも医学英語教育のレベルの高さを感じまし
た。
　このようなことを踏まえて日本の医学教育をどの
ようにしたら良いのか考えてみると、まず各学生が
患者さんを担当し、簡単な診察やカルテを書くなど
出来ることは学生が行うようにして病院実習を充実
させる、そして、医学英語を継続して学び BSLな
どでそれを使う機会を増やす、といった二点を考え
ました。
　この度の留学を通して、今まで私達が気づかな
かった医学教育の利点や欠点を改めて認識すること
が出来ました。
　最後になりましたが、私達にこのような貴重な機
会を与えて下さった、留学に関る全ての皆様に感謝
申し上げます。本当にありがとうございました。
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